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文化財センターでは、９月３日（日）まで近年発掘調査をおこなった２遺跡の調査成果

を紹介する企画展を開催しています。 

秋葉区新津丘陵北部の平
たいら

遺跡では縄文時代中期の初めに集落が成立します。その成立に

は角田山麓の集落との強い結びつきが考えられ、新潟県内におけるアスファルト利用の始

まりを考える上で重要な資料や全長3.9cmのとても小さな土偶の発見などがありました。 

江南区岡崎
おかざき

・道
どう

正
しょう

遺跡では亀田砂丘の西側の続きが発見され、９世紀後半には砂丘上に

倉庫群が建ち並んでいたことがわかりました。佐渡との交流を示す遺物も目立ちます。さ

らに能登の地名である「羽咋
はくい

」と読める文字が土器に墨書きされたものが５点もあり、そ

の意味するところが注目されます。 

多くの方にご覧いただきたく、広報活動にご協力くださいますようお願いいたします。 

 

企 画 展：「新たに探る新潟市の遺跡－縄文時代の平遺跡と古代の岡崎・道正遺跡－」 

会  期：開催中～９月３日(日)  

開館時間：【平日】午前９時～午後５時 【土・日・祝日】午前10時～午後４時 

休 館 日：毎週月曜日・７月18日（火） 

会  場：新潟市文化財センター（新潟市西区木場2748番地１） 

観 覧 料：無料   

担当者による講座と展示解説：  

【５月20日(土)】平遺跡について 【６月24日(土)】岡崎・道正遺跡について 

午後１時半～午後３時（申し込み不要） 

 

企画展「新たに探る新潟市の遺跡 

－縄文時代の平遺跡と古代の岡崎・道正遺跡－」 

■問い合わせ  

新潟市文化財センター 朝岡政康・前山精明・奈良佳子 

新潟市西区木場 2748-1 

電話 025-378-0480（直通） 

bunkazai@city.niigata.lg.jp 

 (お知らせ) 

小形土偶(左)と壊れた土偶 「羽咋」の墨書 アスファルトを溶か

した土器 






